
 

 佐賀モバイル・アカデミー・オブ・アート           2017.12.9 

アートカフェ アイディア発表会 

お名前                  コース A コース・B コース・A+B コース            
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アートカフェのイメージ図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SMAART 事務局 

 

井上　栄信

里山カフェ~例えば、落ち葉焚きカフェ~

最近、外で遊んでいる子供たちを見かけなくなった。
そこで、子供と一緒に日がな一日過ごせ、遊ぶ子供をお茶を飲みながら見守る。
普通の公園では禁止されているコトをイロイロ体験出来るカフェ！

冬であれば、里山のあちらこちらに転がっている木の枝や葉っぱを集めて、落ち葉焚きをする。
その焚火を使って、簡単な素焼きの器や粘土細工、お芋やマシュマロを焼いてみるのはどうだろうか。
青葉がキレイな季節には、木と木の間にハンモックを掛け、本を読んだり、昼寝をしたり...。
木々が色づく秋には、コーヒーを片手に、ただただ散策するだけでも...。

竹シェルター、ツリーハウス、簡易な小屋(ダーチャ)を作る...。
出来るだけ身軽に、どこの里山へも簡単に設置出来、すぐに撤収出来るような移動式(ゲリラ)カフェとする。

カフェ自体は、ロッジタイプのテントやタープ、ツーバナーなどを使う。
眠たくなった子供が休めるテントも用意しておく。

折り畳み式の椅子、テーブルを準備し、カフェを利用する人に貸し出し、思い思いの場所に設置してもらう。

休憩用テント 台所テント

竹シェルターの製作や粘土細工のWSを開催する。
子供たちが集めてきた木の枝や葉っぱで焚火。
直火が難しいのであれば、レンガを敷き詰め
た上で火を焚く。
火で暖をとりつつ、美味しいコーヒーを飲む。
大人は、ウィスキーをちょっと垂らしつつ...

テーブル(作業台としても使用する)

竹シェルター(ちょっとアーティスティックに！)
子供たちの基地としても使用

※すべてのモノが簡単に持ち運べること




